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指針値見直し(案): 200 mg/m3
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指針値見直し候補となる揮発性有機化合物の実態調査

資料２－２

「キシレン」



「エチルベンゼン」
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指針値見直し(案): 58 mg/m3
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指針値見直し候補となる揮発性有機化合物の実態調査



「フタル酸ジ-n-ブチル / フタル酸ジ-2-エチルヘキシル」
室内空気中の濃度

指針値見直し(案): 17 mg/m3 指針値見直し(案): 100 mg/m3

第19回シックハウス(室内空気汚染)問題に関する検討会 資料3 一部抜粋3

指針値見直し候補となる揮発性有機化合物の実態調査



キシレン見直し指針値(案): 870 → 200 mg/m3

実態調査における最高濃度は140 mg/m3であった。
見直し指針値(案)を超過する居住住宅は認められなかった。

エチルベンゼン見直し指針値(案): 3,800 → 58 mg/m3

実態調査における最高濃度は140 mg/m3であった。
見直し指針値(案)を超過する居住住宅が1軒認められた。

フタル酸ジ-n-ブチル見直し指針値(案): 220 → 17 mg/m3

実態調査における最高濃度は3.6 mg/m3であった。
見直し指針値(案)を超過する居住住宅は認められなかった。

フタル酸ジ-2-エチルヘキシル見直し指針値(案): 120 → 100 mg/m3

実態調査における最高濃度は1.3 mg/m3であった。
見直し指針値(案)を超過する居住住宅は認められなかった。
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